
平成 30年度 定点景況調査【4月分】 



15 件の回答 
取引先の動きが同様だから（サービス業） 

客数、受注量とも減少しているから（サービス業） 

取引先の動きが一定だから（建設業） 

出荷ピーク時期であるが昨年より 2割弱売り上げ減少（製造業） 

シーズン初めは好調だったがピークが過ぎるのも早かった（製造業） 

シーズンで売上は良好。商品の動きが活発（小売業） 

生産状況が小松菜 1種類の出荷に減少するため（その他/農業） 

原料不足のため（製造業） 

コスト分の値上げができない（その他/農業） 

年間平均して納入していたが今年の受注は落ち込んでいるから（製造業） 

6月以降は端境期となるため（その他/農業） 

例年並みの受注。他社は売上が上がっていると聞いている（製造業） 

出荷ピーク時期ではあるが昨年より２割程売上増加（製造業）                           

小規模工事が中心。大きな変動なし（建設業） 

受注量の増加が期待できるが設備投資に慎重。相変わらず人手不足が継続（製造業）           

 



 

 

 

 



7.自社の経営上の問題点や困っていること等 14 件の回答 

人手不足。新卒が来ない（サービス業） 

公共工事の予算抑制されている。やるべき工事がされていない。（建設業） 

出荷バラツキが多く配送のやり繰りに支障。納入単価が低いものは即赤字。ものづくり補助金二次公

募再申請中(総事業費約 2,500万円)（製造業） 

依然として都心部からの受注が多いが、県内からの見積り依頼も入り始めている。単価の折合いがつ

かず受注につながらない。「緑化」に関して都市部と地方では意識が違いすぎている。（製造業） 

花木センター出店業者からの買付、希少品種の需要が増加（小売業） 

高級店(紀伊国屋、成城石井)での売行きが好調だが、出荷量が少なく大きな売り上げにならない（そ

の他/農業） 

原料あればいくらでも売れる状況。6月以降の受注は例年よりやや増産見込み。新規採用したが初日

2時間で退職(どう対処して良いかわからない)（製造業） 

営業に行けない。家族従業員で遅くまで箱詰め作業を行っている。取引先からは納入価格引き下げ要

求（その他/農業） 

周囲では旅行や食にかける費用は増えていると感じる（製造業） 

時期的に人手不足。今シーズンはパート 10名増。加工品用原料が不足気味、受注に対応するため販

売用トマトを原料にすることとなり利益薄（その他/農業） 

原料は余っているところ、足りないところ両極端だが平均して例年並みの出荷ではないか？他県から

鹿沼に生産拠点を移してくる企業も出てきており益々の価格競争は免れない。（建設業） 

機械メーカーに新機種導入を依頼してるがメーカー側も繁忙期で入荷 3 か月待ち、6 月以降は端境期

となり受注減少見込み（製造業） 

従業員がいれば大きな工事は請けられるが、先行き不安があるため簡単に従業員を確保できない（建

設業）                                                             

仕入単価上昇・受注量増加傾向あるものの設備投資は慎重。人手不足により納金・増産対応が難し

い。技術者の承継課題あり（製造業） 


